
市内の放射線量測定について（途中経過報告）：2

救急医療はいま：4
西部地域振興ふれあい拠点施設（仮称）の概要：6
　　中学校に赤ちゃんが来た！：14
●消防だより「虹のマーチ」が折り込まれています。
＊川越市ホームページ（http://www.city.kawagoe.saitama.jp/）でも、広報川越をご覧になれます。

川越市マスコットキャラクター
「ときも」

広 報

川 

越
№1258

平成23年11月10日

（毎月10日・25日発行）

市内12か所の中学校で行われた子育て体験学習（関連記事は14ページ）

2012年、川越市は
市制施行90周年

を迎えます。
Ｚひと　まち



	広報川越№1258・2011.11.10	 2

●
結
果
概
要
と
対
応
に
つ
い
て

①
学
校
・
保
育
園
・
公
園

　

学
校
な
ど
三
か
所
の
計
百
地
点
に
つ
い

て
、
国
の
測
定
な
ど
で
比
較
的
高
い
数
値

が
出
た
雨
ど
い
の
下
な
ど
を
中
心
に
、
詳

細
に
測
定
し
ま
し
た
。
結
果
の
概
要
は
上

表
①
の
と
お
り
で
す
。

　

す
べ
て
の
地
点
で
、
市
が
暫
定
的
な
対

応
の
目
安
と
し
て
設
定
し
た
数
値（
以
下

「
暫
定
目
安
」）よ
り
低
い
値
で
し
た
。
芳

野
小
学
校
の
二
地
点
は
地
上
五
㎝
の
数
値

が
周
辺
よ
り
や
や
高
か
っ
た
た
め
、
念
の

た
め
土
砂
な
ど
の
除
去
を
行
い
ま
し
た
。

②
道
路
側
溝
な
ど

　

ご
み
ゼ
ロ
運
動
に
伴
う
泥
上
げ
作
業
を

考
慮
し
、
道
路
側
溝
な
ど
八
十
六
か
所
の

測
定
を
実
施
し
ま
し
た（
上
表
②
）。
通
常

生
活
す
る
地
上
五
十
㎝
の
放
射
線
量
は
、

暫
定
目
安
よ
り
低
い
値
で
し
た
。

　

側
溝
内
の
汚
泥
表
面
か
ら
五
㎝
で
は
、

暫
定
目
安
よ
り
高
い
場
所
が
五
か
所
あ
り

ま
し
た
。
最
も
高
い
毎
時
2
・
05
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト（
以
下「
μ
Ｓｖ
／
ｈ
」）を
計

測
し
た
地
点
は
傾
斜
地
の
下
に
あ
る
雨
水

浸
透
ま
す
（
四
十
㎝
×
四
十
㎝
）で
し
た
。

通
常
よ
り
多
く
の
雨
水
が
集
ま
る
こ
と
に

よ
り
、
放
射
性
物
質
が
付
着
し
た「
ち
り
」

な
ど
が
蓄
積
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な

お
、周
辺
の
側
溝
な
ど
を
調
査
し
た
結
果
、

0
・
07
～
0
・
29
μ
Ｓｖ
／
ｈ
で
、
高
い
地

点
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

暫
定
目
安
よ
り
高
い
五
か
所
と
、
近
い

数
値
が
出
た
六
か
所
の
合
計
十
一
か
所

は
、
泥
な
ど
の
除
去
を
行
い
ま
し
た
。

●
市
内
の
暫
定
目
安
に
つ
い
て

　

測
定
結
果
に
対
す
る
対
応
の
基
準
に
つ

い
て
は
、
国
で
検
討
中
で
あ
り
、
現
時
点

で
決
ま
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
り
細
か
な
調
査
を
開
始
す
る
前
に
対
応

の
目
安
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

暫
定
目
安
を
設
定
し
ま
し
た
。

■
地
上
五
十
㎝
＝
0
・
25
μ
Sｖ
／
ｈ

　

市
で
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
目
安
と

す
る
数
値
を
、
子
ど
も
が
生
活
す
る
高
さ

で
あ
る
地
上
五
十
㎝
と
し
ま
し
た
。な
お
、

地
面
に
近
い
位
置
で
活
動
す
る
砂
場
・
芝

生
広
場
は
、
地
上
五
㎝
と
し
ま
し
た
。

　

暫
定
目
安
の
0
・
25
μ
Ｓｖ
／
ｈ
は
、
国

際
放
射
線
防
護
委
員
会（
I
C
R
P
）＊1
が

示
し
た
一
般
の
人
が
一
年
間
に
受
け
る
放

射
線
量
の
限
度
で
あ
る
年
間
1
ｍ
Ｓｖ
を
時

間
換
算
し
た
0
・
19
μ
Ｓｖ
／
ｈ
に
、
自
然

放
射
線（
原
発
事
故
前
の
県
内
最
大
値
＝

0
・
06
μ
Ｓｖ
／
ｈ
）を
加
え
た
も
の
で
す
。

市
内
の
放
射
線
量
測
定
に
つ
い
て（
途
中
経
過
報
告
）

環
境
保
全
課
L
2
2
4
︲
5
8
9
4

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
市
内
を
五
㎞
四
方
に
区
切
り
、
大
気
中
放
射
線
量

お
よ
び
土
壌
中
放
射
能
を
測
定
し
、そ
の
結
果
を
順
次
報
告
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら
よ
り
細
か

な
測
定
と
し
て
、
全
市
立
学
校
・
保
育
園
な
ど
お
よ
び
道
路
側
溝
の
測
定
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
途
中
経
過
を
報
告
し
ま
す
。

●今回報告する測定内容について
測定時期…10月11日～19日
測定場所…芳野小学校・名細保育園・スポーツパーク福原と、道路側溝など86か所
測定機器…環境放射線モニターPA-1000 Radi（シンチレーション式・堀場製作所製）
測定位置…�学校・保育園・公園＝地上5cm・50cm
　　　　　道路側溝など＝側溝内の汚泥表面から5cm・地上50cm

①測定結果の概要（学校等3か所）　　　　　　　　　　　　　　　（単位：μＳｖ/ｈ）

施設名 測定か所数
地上5cm 地上50cm

暫定目安 平均値 測定値 暫定目安 平均値 測定値
芳野小学校 40

0.30 
0.12 0.07～0.28

0.25 
0.09 0.07～0.13

名細保育園 22 0.08 0.06～0.15 0.07 0.05～0.11
スポーツパーク福原 38 0.09 0.06～0.19 0.08 0.06～0.12

②測定結果の概要（道路側溝など）　　　　　　　　　　　　　  　（単位：μＳｖ/ｈ）

測定か所数
側溝内の汚泥表面から5cm 地上50cm

暫定目安 平均値 測定値 暫定目安 平均値 測定値
86 0.60 0.26 0.08～2.05 0.25 0.10 0.07～0.18
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■
安
全
の
た
め
追
加
す
る
暫
定
目
安

学
校
な
ど
…
地
上
五
㎝
＝
0
・
30
μ
Sｖ
／
ｈ

　

子
ど
も
た
ち
が
多
く
の
時
間
を
過
ご
す

学
校
・
保
育
園
お
よ
び
公
園
な
ど
に
つ
い

て
は
、
地
上
五
㎝
も
測
定
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

暫
定
目
安
の
0
・
30
μ
Ｓｖ
／
ｈ
は
、
電

離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
＊2
で
定
め
る
管

理
区
域
境
界
の
放
射
線
量（
三
か
月
で

1
・
3
ｍ
Ｓｖ
）を
時
間
換
算
し
た
0
・
60

μ
Ｓｖ
／
ｈ
を
よ
り
厳
し
く
し
て
、
二
分
の

一
に
相
当
す
る
値
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

仮
に
毎
日
一
時
間
そ
の
場
所
に
い
た
と
し

て
も
、
ほ
と
ん
ど
問
題
の
な
い
数
値
と
し

て
設
定
し
た
も
の
で
す
。

道�

路
側
溝
な
ど
…
側
溝
内
の
汚
泥
表
面
か

ら
五
㎝
＝
0
・
60
μ
Sｖ
／
ｈ

　

ご
み
ゼ
ロ
運
動
な
ど
で
側
溝
の
泥
上
げ

作
業
を
行
っ
て
い
る
自
治
会
も
あ
る
た

め
、
市
で
は
雨
水
が
流
れ
る
道
路
側
溝
を

測
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

暫
定
目
安
の
0
・
60
μ
Ｓｖ
／
ｈ
は
、
電

離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
で
定
め
る
管
理

区
域
境
界
の
放
射
線
量
を
時
間
換
算
し
た

も
の
で
す
。
こ
れ
は
道
路
側
溝
な
ど
の
泥

上
げ
作
業
を
四
時
間
行
っ
て
も
、
ほ
と
ん

ど
問
題
の
な
い
数
値
と
し
て
設
定
し
た
も

の
で
す
。

●
結
果
に
対
す
る
市
の
見
解

　

今
回
の
測
定
で
は
、
道
路
側
溝
な
ど
で

比
較
的
高
い
数
値
が
出
ま
し
た
。し
か
し
、

通
常
の
生
活
を
送
る
う
え
で
の
目
安
と
な

る
地
上
五
十
㎝
で
は
問
題
の
な
い
数
値
で

し
た
。
市
で
は
日
常
生
活
に
心
配
の
な
い

状
態
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
測
定
結
果
は
一
部
分
で
あ
り
、

ま
だ
す
べ
て
の
測
定
を
終
え
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
10
月
30
日
の
ご

み
ゼ
ロ
運
動
で
は
泥
上
げ
作
業
を
念
の
た

め
中
止
す
る
よ
う
、
自
治
会
に
連
絡
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
測
定
値
の
高
い
場
所
は
、
測
定

後
直
ち
に
土
砂
な
ど
の
除
去
作
業
を
行

い
、
対
応
後
は
暫
定
目
安
よ
り
十
分
低
い

数
値
に
な
り
ま
し
た（
上
表
）。

●
今
後
の
測
定
に
つ
い
て

　

全
市
立
学
校（
五
十
六
施
設
）・
全
市
立

保
育
園
な
ど（
二
十
二
施
設
）・
大
規
模
公

園（
十
六
施
設
）の
詳
細
な
測
定
を
、
年
内

の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
終
了
す
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　

測
定
結
果
の
概
要
は
、
広
報
川
越
で
順

次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
測
定
結
果
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
環
境

保
全
課（
本
庁
舎
五
階
）で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
測
定
し
た
施
設
で
も
、

そ
の
施
設
の
測
定
結
果
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

＊1�国際放射線防護委員会（ICRP）…放射
線から人や環境を守る仕組みを、専門家
の立場で勧告する国際学術組織です。計
画的に管理できる平常時（計画被ばく状
況）には、身体的障害を起こす可能性の
ある被ばくは絶対にないようにしたうえ
で、将来起こるかもしれないがんのリス
クの増加もできるだけ低く抑えることが
必要です。そのため、一般人の被ばくは
年間１mSv 以下としています。

＊2�電離放射線障害防止規則…労働安全
衛生法に基づき定められた、電離放射
線（一般的に「放射線」のこと）の安全
基準を定めた厚生労働省令です。管理
区域とは、無用な放射線被ばくを防止
し、作業する人の被ばく管理を適正に
行うため、他の一般区域から物理的に
隔離した区域のことです。身近なとこ
ろでは、レントゲン室なども管理区域
になります。

測定値の高かった道路側溝などの除染状況　　　　　　（単位：μＳｖ/ｈ）

場所
地上50cm 側溝内の汚泥表面から5cm

測定値 測定値 対応後

藤間・富士ヶ丘公民館脇の雨水浸透ます 0.18 2.05 0.23

小堤・ハイラーク川越敷地内の側溝ます 0.15 0.83 0.24

伊勢原町3丁目・御伊勢塚公園北側の道路側溝ます 0.13 0.79 0.15

今福・川越スカイハイツ前の道路側溝ます 0.13 0.78 0.14

諏訪町・諏訪町公園付近の道路側溝ます 0.10 0.69 0.15

今福・今福団地内の側溝（南） 0.11 0.59 0.14

今福・今福団地内の側溝（北） 0.11 0.58 0.16

霞ケ関北5丁目・角栄団地第六児童遊園北側の道路側溝 0.15 0.58 0.15

小堤・ハイラーク川越敷地内の雨水貯留施設 0.09 0.54 0.28

藤間・藤間南地内の道路側溝 0.14 0.52 0.21

小堤・川越坂戸毛呂山線の道路側溝 0.12 0.51 0.23

11
月
14
日
㈪
、
中
央
図
書
館
・
西
図
書
館
・
高
階
図
書
館
は
休
館

　
　

訂
正　

10
月
25
日
発
行
の
広
報
川
越
№
1
2
5
7
・
16
ペ
ー
ジ

　
　

各
図
書
館
の
休
館
日　

誤
＝
月
曜
日（
14
日
を
除
く
）　

正
＝
月
曜
日

み
ん
な
で
応
援
!!
　
11
月
27
日
㈰ 

小
江
戸
川
越
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
1

　
　

�

大
会
当
日
は
午
前
8
時
か
ら
正
午
ま
で
、
コ
ー
ス
お
よ
び
周
辺
で
交
通
規
制
が

行
わ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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近
年
、
救
急
医
療
へ
の
需
要
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

急
に
病
気
に
な
っ
た
り
、
け
が
を
し
た
り
し
た
と
き
の
救
急
医

療
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
の
、
救
急
医
療
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

川
越
市
の
医
療
は
、
病
院
数
や
救
急
病

院
数
で
、
県
や
全
国
の
水
準
を
上
回
っ
て

い
ま
す
（
下
表
参
照
）。
ま
た
、
救
急
病
院

の
指
定
を
受
け
て
い
る
大
規
模
病
院
は
、

市
内
各
所
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
立
地
し
て
い

ま
す
（
下
図
参
照
）。
医
療
の
状
況
と
し
て

は
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る
一
方
、
救
急
搬

送
は
増
加
傾
向
で
す
。
平
成
22
年
の
川
越

地
区
消
防
組
合
の
救
急
搬
送
人
員
は

一
万
三
千
二
百
六
十
九
人
で
、
同
17
年
と

並
び
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
は
、
救
急
医
療
は
地
域
に
よ

っ
て
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
病
院
に
よ
っ

て
は
救
急
病
院
の
指
定
を
返
上
し
た
り
、

既
存
の
診
療
科
を
縮
小
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
川
越
市
で
も
、
医
師
の
減
少
や
、
救

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
院

は
、
当
番
制
な
ど
に
よ
り
連
携
を
し
な
が

ら
夜
間
や
休
日
な
ど
の
重
症
患
者
の
診
療

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

●
第
三
次
救
急
体
制

　

緊
急
か
つ
重
大
な
生
命
の
危
機
に
あ
る

救
急
患
者
に
対
応
し
ま
す
。
市
内
で
は
埼

玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
高
度

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て
こ
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
特

殊
な
医
療
需
要
に
も
対
応
で
き
る
病
院

で
、
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
で
あ
り
、

ま
た
、
県
内
で
唯
一
の
総
合
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
指
定
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

救
急
搬
送
件
数
の
増
加
の
原
因
と
し
て

は
、
高
齢
社
会
の
進
展
や
、
在
宅
医
療
患

者
の
増
加
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

安
易
に
救
急
車
を
利
用
す
る
人
が
増
え
て

い
る
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で
す
。実
際
に
、

昨
年
川
越
地
区
消
防
局
管
内
で
搬
送
さ
れ

た
人
は
、
お
よ
そ
二
十
七
人
に
一
人
の
割

救
急
医
療
は
い
ま

保
健
医
療
推
進
課
L
2
2
4
‐
5
8
3
2

急
搬
送
の
件
数
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
の
救
急
医
療
体
制
は
、
症
状
に
応
じ

た
三
つ
の
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
初
期
救
急
体
制

　

夜
間
や
休
日
な
ど
に
外
来
診
療
で
対
応

が
可
能
な
軽
症
の
患
者
に
対
応
し
ま
す
。

「
休
日
急
患
・
小
児
夜
間
診
療
所
」「
在
宅

当
番
医
」「
休
日
歯
科
診
療
所
」
で
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
第
二
次
救
急
体
制

　

初
期
救
急
で
対
応
で
き
な
い
、
入
院
や

手
術
が
必
要
な
重
症
の
患
者
に
対
応
し
ま

す
。
主
に
救
急
病
院
の
指
定
を
受
け
た
大

規
模
病
院
が
市
内
に
十
か
所
あ
り
、
こ
の

川
越
市
の
救
急
医
療
の
現
状

救急病院数
（平成20年10月1日現在）

病院数
（平成21年10月1日現在）

総　数 10万人あたり 総　数 10万人あたり
川越市 11 3.3 26 7.7 
埼玉県 178 2.5 353 4.9 
全　国 3,932 3.1 8,739 6.9 

救急病院・病院数の比較 （単位：施設）

川
越
市
の
救
急
医
療
体
制

救
急
搬
送
の
課
題

市内の救急病院の立地状況

三井病院

武蔵野総合病院

関本記念病院

帯津三敬病院

南古谷病院
赤心堂病院

行定病院

広瀬病院
池袋病院

康生会病院
埼玉医科大学
総合医療センター

●第二次救急病院
■第三次救急病院
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合
で
、そ
の
う
ち
53
％
は
軽
症
者
で
し
た
。

　

も
し
、
安
易
に
救
急
車
を
利
用
す
る
人

が
増
え
る
と
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
緊
急

か
つ
重
大
な
生
命
の
危
機
に
あ
る
救
急
患

者
の
も
と
に
到
着
が
遅
れ
、
助
か
る
命
を

救
え
な
い
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま

た
「
救
急
車
で
病
院
へ
行
っ
た
か
ら
、
早

く
診
て
も
ら
え
る
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
病
院
は
重
症
度
を
基
準
に
、
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

休
日
や
夜
間
な
ど
で
、
重
症
と
は
い
え

な
い
場
合
は
、「
休
日
急
患
・
小
児
夜
間

診
療
所
」
や
「
在
宅
当
番
医
」
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ

き
か
、
ど
の
医
療
機
関
で
受
診
す
べ
き
か

迷
っ
た
と
き
に
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
窓

口
が
あ
り
ま
す（
下
記
参
照
）。
応
急
処
置

な
ど
を
含
め
た
診
療
の
で
き
る
医
療
機
関

や
、
子
ど
も
の
急
病
時
の
家
庭
で
の
対
処

方
法
な
ど
を
案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

し
か
し
、「
意
識
が
な
い
」「
大
量
出
血
」

な
ど
明
ら
か
に
重
症
で
あ
る
場
合
は
、
迅

速
な
1
1
9
番
通
報
が
必
要
で
す
。

　

日
ご
ろ
の
体
調
管
理
で
強
い
味
方
に
な

る
の
が
、「
か
か
り
つ
け
医
」
で
す
。
病

歴
や
普
段
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て
く
れ

て
い
る
の
で
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
病
状

に
よ
っ
て
は
、
適
切
な
医
療
機
関
を
紹
介

し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
救
急
医

療
を
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
方
が
利
用

し
や
す
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
分
自

身
の
健
康
に
も
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
身
近
な
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
つ

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
も
、
急
な
病
気
や
け
が
は
、
い

つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き

の
た
め
に
、
市
で
は
医
師
会
な
ど
と
連
携

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
救
急
医
療
体
制
を
整

備
・
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　

救
急
医
療
の
現
場
で
は

　

当
直
医
の
勤
務
時
間
は
、
平
日
の
午

後
7
時
か
ら
翌
日
の

午
前
8
時
ま
で
。土
・

日
曜
日
・
祝
日
は
、

さ
ら
に
時
間
が
長
く

な
り
ま
す
。
そ
の
後

も
通
常
に
勤
務
し
診

療
を
続
け
る
ハ
ー
ド

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

す
。三
井
病
院
院
長
・

秦は
た

怜さ
と

志し

さ
ん
は
「
市
内
で
は
、
救
急
患

者
が
増
加
す
る
一
方
、
対
応
す
る
医
師

は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。そ
の
た
め
、

当
院
で
は
診
療
時
間
外
で
当
直
医
が
対

応
で
き
な
い
場
合
に
備
え
、
各
診
療
科

の
専
門
医
師
が
駆
け
つ
け
る
こ
と
の
で

き
る
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

宝
物
は
「
お
母
さ

ん
を
助
け
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
先
生

は
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ

ー
だ
」
と
書
か
れ
た

手
紙
。
秦
さ
ん
の
力

の
源
で
す
。一
人
ひ
と
り
の
医
師
の「
助

け
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
救
急
医
療

を
支
え
て
い
ま
す
。

患者さんから感謝されるとうれ
しいですね。困っている人を助
けるのが、私たちの仕事です。

も
し
も
の
た
め
に

救急搬送の増加は、到着や病院収容にかかる時間が
長くなることにつながります。

迷ったときはこちらに相談
　救急車を呼ぶほどではないけれど、かかりつけ
医を持っていない、どこの医療機関で診てもらえ
ばよいか分からない、などの際にご利用ください。

●埼玉県救急医療情報センター
L048ー824ー4199

（24時間対応可）
　応急処置を含めた診療のできる医療機関（歯科・
口腔外科・精神科・医療相談を除く）を案内します。

●埼玉県小児救急電話相談
L048ー833ー7911（プッシュ回線はL＃8000も可）

（月～土曜日、午後7時～11時▶日曜日・祝日・
年末年始、午前9時～午後11時）
　子どもの急病時（発熱、下痢、おう吐など）の家
庭での対処方法や受診の必要性について、看護師
が相談に応じます。ただし、診断や治療を行うも
のではありません。また、育児相談や医療機関の
紹介はしていません。



　

川
越
駅
西
口
に
県
と
共
同
で
整
備
を
進
め
て
い
る
、
西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施

設（
仮
称
）の
基
本
設
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
施
設
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

施
設
の
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
に
分

か
り
や
す
く
、
使
い
や
す
い
施
設
構
成
、
に
ぎ

わ
い
の
発
信
と
活
動
の
誘
発
を
図
る
工
夫
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
、
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

市
の
施
設
と
し
て
は
、
劇
場
型
の
多
目
的
ホ

ー
ル
、
市
民
活
動（
生
涯
学
習
）施
設
、
南
公
民

館
、
男
女
共
同
参
画
推
進
施
設
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

市
民
団
体
支
援
施
設
、子
育
て
支
援
施
設
な
ど
、

既
存
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
建
て
替
え
と
な
る

施
設
や
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
要
望
の
多
い
施

設
を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
証
明
セ
ン
タ
ー
や
市
民
相
談
室
な
ど

の
行
政
機
能
も
併
せ
て
整
備
し
ま
す
。

　

西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設（
仮
称
）

は
、
市
の
施
設
と
県
の
施
設
が
同
居
す
る
複
合

施
設
で
す
。
そ
の
た
め
、整
備
は
県
と
共
同
で
、

一
体
的
、
効
率
的
に
進
め
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
、
今
年
度
は
引
き
続
き

詳
細
な
施
設
設
計
を
行
い
ま
す
。
平
成
24
年
度

中
に
建
設
工
事
に
着
手
し
、
同
26
年
度
中
の
オ

ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
用
地
東
側
は
、
公
共
施
設
と
連

携
し
て
施
設
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
と
と

も
に
、
川
越
駅
西
口
地
区
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出

を
図
る
た
め
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
施
設
整
備

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は

　
多
彩
な
ふ
れ
あ
い
に
よ
る
地
域
活
力
の
創
造
拠
点
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情
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事業用地

川越駅

西部地域振興ふれあい拠点施設（仮称）の
概要をお知らせします
西部地域振興ふれあい拠点施設（仮称）の
概要をお知らせします

川越駅西口まちづくり推進室

L245－6011

至川越駅西口至川越駅西口

民間施設

事務所
施設

交流広場

ホール
施設

至国道16号線

都
市
計
画
道
路
　
川
越
所
沢
線

民間事業者
が整備予定

都
市
計
画
道
路

　
　
　
　川
越
駅
南
大
塚
線

N

完成イメージ図

南側上空から見た事業用地南側上空から見た事業用地

全体の整備イメージ図
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多目的
ホール

ホワイエ

エントランスホール

駐車場

駐車場 地下2階

地下1階

1階

2階

3階

4階

5階

民間施設

県施設

県施設

県施設

ホール3階席

ホール上部

ホール2階席

ホール1階席
(前席)

ホール1階席
(後席)

ホール舞台

公民館

❶

1

4

5

6

3

❷

❺

❹

10
❽

❻

❼
❼

❾

EV

辻ひろば

辻ひろば

辻ひろば 屋外通路

風のモール

緑のモール

光のモール

魅せ蔵モール

EV

EV

EV

EV

印は、出入口を表します
至川越駅西口

❸

2

4

施設概要

各階の施設構成

建設場所 新宿町1丁目地内

階　　数 地上6階・地下2階

構　　造 鉄骨鉄筋コンクリート造

敷地面積 13,412㎡

建築面積 8,829㎡

延床面積 40,665㎡

最高高さ 39.3ｍ

6階　機械室など

5階　県施設
　　　　● 商工団体等　1
　　　　● 創業支援施設　2
　　　　● 県地域機関　3

4階　県施設
　　　　● 県地域機関　4

3階　市施設
　　　　● 男女共同参画推進施設　❶
　　　　　セミナールーム（3室）など
　　　　● 市民相談室　❷
  　　県施設
　　　　● 県地域機関　5

2階　市施設
　　　　● ホール（1階席～3階席・約1,700席）
　　　　● リハーサル室　❸
　　　　● 市民活動（生涯学習）施設　❹
　　　　　活動室（5室）・会議室（5室）・
　　　　　音楽室（3室）・和室（1室）
　　　　● 子育て支援施設　❺
　　　　● 市民団体支援施設　❻

1階　市施設
　　　　● 南公民館　❼
　　　　　講座室（5室）・和室（1室）・
　　　　　実習室（1室）
　　　　● 証明センター　❽
　　　　● 観光情報等のコーナー　❾
　　　　● 喫茶室　�
  　　県施設
　　　　● 多目的ホール　6
　　　　● 会議室

地下1階　駐車場

地下2階　駐車場
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＊執行額が大きい事業を抜粋しています。
＊10,000円未満は四捨五入しています。平成22年度の主な事業と決算額

●資金不足比率（公営企業会計）
　平成22年度決算で農業集落排水事業特別会計・水道事業会計・公共下水道事業会計のいずれも、資金不足を
生じませんでした。公営企業の資金不足比率は、法律で定める経営健全化基準以上の場合、経営健全化計画を
策定することが義務付けられています。
＊健全化判断比率と資金不足比率の詳細は、市ホームページで見ることができます。

●健全化判断比率
　法律に基づき、川越市の健全化判断比率を公表します。いずれの指標も早期健全化基準未満になりました。
平成20年度決算から、早期健全化基準（財政再生基準）以上になった場合は、財政健全化計画（財政再生計画）を
策定することが義務付けられています。

川越市
法律に基づく基準

早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 なし 11.25％ 20.00％
連結実質赤字比率 なし 16.25％ 35.00％
実質公債費比率 8.3％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 89.2％ 350.0％

実�質赤字比率＝一般会計等の赤字の大きさ
連�結実質赤字比率＝市全体の赤字の大きさ
実�質公債費比率＝借入金など、その年の返済額の大きさ
将�来負担比率＝借入金の残高など、今後支払わなければ

ならない負債の大きさ

　庁舎管理	 2億4,562万円

　　庁舎維持管理や耐震性構造調査・耐震性能判定

　市�内循環バス運行	 1億6,762万円

総務費	 118億8,482万円
市の全般的な事務管理、徴税、戸籍、選挙等に要する経費

　予防接種の推進	 5億6,581万円

　焼却灰等再資源化及び最終処分委託	 2億3,684万円

衛生費	 103億2,276万円
医療、公衆衛生、精神衛生など市民の健康保持増進と、
し尿・ごみなど廃棄物の収集・処理に要する経費

　生活道路（市道）改良など道路や河川の整備

	 28億1,698万円

　川越駅南大塚線整備	 10億7,212万円

　新河岸駅周辺地区整備	 5億8,726万円

土木費	 78億8,525万円
道路や河川、市営住宅などの整備に要する経費

その他	 77億9,504万円
議会費・労働費・農林水産業費・商工費・消防費・諸
支出金の合計

公債費	 88億3,328万円
市債（借金）の償還に充てる経費
＊平成23年3月末時点で、一般会計の市債残高は、
893億4,784万9千円です。

　小・中学校耐震化推進	 27億4,981万円

　川越城本丸御殿保存整備	 1億1,712万円

教育費	 125億3,051万円
小・中学校など、教育全般に要する経費

　生活保護等	 	 66億1,763万円

　子ども手当	 	 55億8,143万円

　介護給付・訓練等給付（障害者）	 25億3,319万円

　　居宅介護、短期入所、生活介護などへの給付

　後期高齢者広域連合負担金等	 17億6,110万円

　民間保育所補助等	 	 10億2,732万円

　　民間保育所整備補助、待機児童対策

　子供医療費支給	 	 6億6,184万円

民生費	 358億9,091万円
児童、高齢者、障害者等のための福祉、生活保護の実
施等に要する経費
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平成22年度

決算
歳　入 歳　出 差引残高

一般会計＊1 982億3,778万155円 951億4,256万1,962円 30億9,521万8,193円
特別会計＊2 543億8,843万8,342円 520億2,051万1,948円 23億6,792万6,394円
総計 1,526億2,621万8,497円 1,471億6,307万3,910円 54億6,314万4,587円

　川越市の平成22年度一般会計決算額は、歳入が982億3,778万155円、歳出
が951億4,256万1,962円となりました。差し引き額の30億9,521万8,193円は、
次年度へ繰り越します。また平成21年度決算と比較すると、歳入が前年度対比
10.4％の減、歳出が10.8％の減となりました。歳入と歳出が減少した主な原因
は、資源化センター建設事業が前年度で終了したことから、事業費およびその財
源となる収入が減少したことなどによります。

財政課L224－5618

一般会計の歳入と歳出 ＊1,000円未満は四捨五入しています。

歳出
（目的別）

358億 9,090万 7千円（37.7％）

103億 2,276万円（10.8%）

118億 8,482万 2千円（12.5%）

125億 3,050万 8千円（13.2%）

88億 3,327万 6千円（9.3%）

78億 8,524万 5千円（8.3%）

民生費 衛生費総務費教育費 公債費 土木費 その他

77億 9,504万 3千円（8.2%）

歳入

526億 7,088万 7千円（53.6％）

982億 3,778万 155円

951億 4,256万 1,962円

42億 2,697万 3千円（4.3%）

29億 3,466万 9千円（3.0%）

35億 772万 9千円（3.6%）

73億 2,180万円（7.4%）

156億 3,651万 1千円（15.9%）

47億 8,681万 2千円（4.9%）

71億 5,239万 9千円（7.3%）

市税
諸
収
入

繰
越
金

そ
の
他

市債国庫支出金
県
支
出
金
その他

＊自主財源 ＊依存財源

＊1　一般会計とは、地方公共団体の会計の中心で、行政運営の基本的な経費を計上している会計。
＊2　�特別会計とは、国民健康保険事業などの特定事業について、歳入歳出を一般会計と区分して別に処理するた

めの会計。ただし、上記数字には、地方公営企業法が適用される上下水道事業分を含みません。

＊自主財源とは、地方自治体が自主的に調達できる財源のこと。依存財源とは、国や県の意思で定められた額を交
付されたり，割り当てられたりする収入のこと。自主財源が多いほど、行政活動の自主性と安定性が確保できます。

　決算は、事業の目的ごと（目的別）ではなく、経費の性質ごと（性質別）に分

類することができます。性質別分類で、歳出のうち最も多いのは、生活保護

や医療費助成などの福祉・保健・医療にかかる「扶助費」で、23.2％にあたる220億3,094万1千円を

占めています。次は、職員給料や退職金などの「人件費」で、20.4％、194億2,659万5千円です。

　そのほかの項目の割合は、旅費、委託料、原材料費などの「物件費」が15.5％、負担金、補助金、保

険料、報奨金などの「補助費等」が10.4％、市債の償還に充てる経費の「公債費」は9.3％、道路、学校、

公園など社会資本整備に必要な「普通建設事業費」は9.2％、特別会計や基金に支出される経費の「繰出金」

は7.2％、公共施設の維持管理経費など「その他」経費は4.8％となっています。

性質別で見る決算
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商
店
・
飲
食
店
・
医
院
・
会
社
な
ど
の

事
業
活
動
で
生
じ
た
事
業
系
ご
み
は
、
事

業
者
の
責
任
で
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
量
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず

市
で
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
と
一
緒
に
し
た

り
、
家
庭
ご
み
の
集
積
所
に
は
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

事
業
系
ご
み
の
処
理
は
、
市
が
許
可
し

た
収
集
運
搬
業
者
に
依
頼
す
る
か
、
資
源

化
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
東
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
市
の
事
業
系
一
般
廃
棄
物
処
理
料
金

は
、
十
㎏
当
た
り
百
七
十
円
で
す
。

事
業
系
ご
み
は
自
ら
の
責
任
で
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い

安
全
安
心
生
活
課
L
2
2
4
︲
5
7
2
1
O
2
2
4
︲
6
7
0
5

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
︲
6
2
6
7

第
九
次
川
越
市
交
通
安
全
計
画（
案
）に
対
す
る
意
見
募
集

　

交
通
安
全
施
策
の
指
針
と
な
る
、
同
計

画（
案
）に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲�

覧
・
募
集
期
間
…
11
月
16
日
㈬
～
12
月

16
日
㈮

閲�

覧
場
所
…
安
全
安
心
生
活
課（
本
庁
舎

三
階
）・
出
張
所
・
連
絡
所
・
公
民
館

対�

象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
ま
た
は

利
害
関
係
の
あ
る
方

意�

見
の
提
出
方
法
…
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
、
在
勤
・
在
学
の
方
は
勤
務
先
・

学
校
名
、
利
害
関
係
の
あ
る
方
は
そ
の

内
容
を
明
記
し
、
〒
3
5
0
‐

8
6
0
1
川
越
市
役
所
安
全
安
心
生
活

課（
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
可
）

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
・
意
見

の
提
出
が
で
き
ま
す
。

意
見
の
取
り
扱
い

　

類
似
の
意
見
は
取
り
ま
と
め
て
公
表

し
、個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

個
人
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

　

納
期
限
は
、
11
月
30
日
㈬

固
定
資
産
税（
第
3
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
5
期
）

　

収
税
課
収
税
管
理
担
当

　

L
2
2
4
︲
5
6
8
6

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
5
期
）

　

医
療
助
成
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当

L
2
2
4
︲
5
8
4
2

介
護
保
険
料（
第
5
期
）

　

介
護
保
険
課
保
険
料
資
格
担
当

　

L
2
2
4
︲
5
8
1
7

市
税
な
ど
の
納
期
の
お
知
ら
せ

決
定
！
　
川
越
市
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　
時
が
人
を
結
ぶ
ま
ち
川
越

政
策
企
画
課
L
2
2
4
︲
5
5
0
3

作
品
の
作
成
・
応
募
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

● 

デ
ザ
イ
ン
に
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
組
み
込
む
こ
と
は
自
由
で
す
。

● 

未
発
表
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

● 
同
一
作
品
で
複
数
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

作
品
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

● 

採
用
作
品
の
著
作
財
産
権
は
、
市
に
帰
属
し
ま
す
。

● 

採
用
さ
れ
た
方
の
氏
名
な
ど
は
、
公
開
し
ま
す
。

● 

採
用
作
品
を
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

● 

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
基
に
し
た
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
投
票
を
経
て
選
考
委
員
会
で
決
定
す
る
最
優
秀
作
品
に
は
、

三
万
円
分
の
商
品
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

規�

格
…
Ａ
4
判
の
用
紙
ま
た
は
電
子
デ
ー
タ（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
み
）

応�

募
方
法
…
作
品
裏
面
ま
た
は
別
紙
に
、
作
品
の
説
明
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
12
月
16
日
㈮（
消
印
有
効
）ま
で
に
〒

3
5
0
︲
8
6
0
1
川
越
市
役
所
政
策
企
画
課

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す

　

応
募
作
品
は
、
百
六
十
四
点
。
作
品
に
は
、
ま
ち
に
対
す
る
市
民
の

皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

選
考
委
員
会
に
よ
り
厳
正
な
る
審
査
が
行
わ
れ
、最
優
秀
作
品
に
は
、

府ふ

川か
わ

佑た
す
く

さ
ん（
29
歳
・
砂
新
田
三
丁
目
）の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
決
ま
り
ま
し
た

職員課L224－5553
任�期付職員の採用（10月16日付け）…保健医療部保健所参事＝村川満佐也
人�事発令（11月1日付け）…保健医療部保健所長＝丸山浩、保健医療部保健所副所長・保健総務課長事務取扱い＝綾潤二
退�職（10月31日付け）…保健医療部保健所長＝田中倬
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学資金と入学準備金
対�象（次の要件をすべて満たす方）…①市内に引き続き6
か月以上在住している②経済的理由で学資金や入学準
備金の支出が困難である③学業成績が良好である
償還期間…貸付期間の2倍（据え置き期間＝卒業後6か月）
提�出書類…①借入申請書②校長の推薦書③成績証明書④
健康診断書⑤住民票（家族全員のもの）⑥合格通知書の
写し⑦保護者全員の平成23年分の源泉徴収票または
確定申告書の控えの写し
申し込み…来年2月1日㈬～3月2日㈮に教育総務課
＊①②の用紙は、教育総務課（東庁舎2階）にあります（市
ホームページからもダウンロードできます）。⑥は申込
期間後の提出も可能です。

教育総務課L224－6074市の育英資金
区　分 貸付金

学資金
（月額）

高等学校
中等教育学校

（後期課程に限る）
専修学校

国公立 13,000円

私立 20,000円

高等専門学校 16,000円

大学（短期大学含む） 30,000円

入学準備金

高等学校

中等教育学校
（後期課程に限る）
専修学校

国公立 150,000円

私立 280,000円

高等専門学校 160,000円

大学（短期大学含む） 360,000円

　来年4月から、高校・中等教育学校（後期課程に限る）・
高等専門学校・大学・専修学校などに進学または在学す
る方で、経済的に教育費などの支出が困難な方に、無利
子でお貸しします。

＊貸付決定にあたっては審査があります。申請された方
全員に貸し付けが決定されるとは限りません。

区　分 貸付金

修学資金
（月額）

高等学校
専修学校（高等）

公立 18,000円
私立 30,000円

短大
専門学校（専門）

公立 45,000円

私立 53,000円

大学
公立 45,000円

私立 54,000円

専修学校（一般） 31,000円

就学支度

資金

小学校 39,500円

中学校 46,100円

高等学校
専修学校（高等）

公立 150,000円

私立 410,000円

大学・短大
専修学校（専門）

公立 370,000円

私立 580,000円

専修学校（一般）・修業施設（中卒） 150,000円

修業施設（高卒） 90,000円

子育て支援課L224－5821ひとり親家庭のために
　母子・父子家庭を対象に、授業料の一部と入学準備金
を無利子でお貸しします。
修学資金と就学支度資金
対象…母子家庭の母、父子家庭の父
償�還期間…修学資金＝貸付期間の2～3倍▶就学支度資金
＝5年以内（据え置き期間＝両資金共に、卒業後6か月）
提�出書類…①貸付申請書②全部事項証明書（戸籍謄本）③
所得証明書（申請者・保証人）④合格通知書の写し⑤借
用書⑥印鑑証明書（⑤⑥は貸し付け決定後に提出）
＊①の用紙は、子育て支援課（本庁舎2階）にあります。
申�し込み…修学資金は随時、就学支度資金は来年3月30
日㈮までに、子育て支援課
＊貸し付けを受けるには、母子自立支援員による事前相
談が必要です。小・中学校の就学支度資金は市民税非課
税世帯に限ります。
＊ひとり親家庭に係る他の貸付制度については、お問い
合わせください。
＊父子家庭への貸し付けは、予算枠に達した時点で終了。

来春、中学校に入学する児童を養育しているひとり親家庭の方へ
　入学準備に必要な経費の一部が、就学支度金と
して県から助成されます。該当する方は申請して
ください。
　申請書の提出期限後、来年3月31日㈯までに
離婚や県外からの転入等で新たに支給事由が発生
した場合は、来年4月2日㈪まで受け付けます。

対�象…母子・父子家庭、または父母のいない児童
を養育している方で、市民税非課税世帯の方（生
活保護受給世帯を除く）
支給額…児童1人につき10,000円
申�請方法…12月28日㈬までに、申請者名義の普

通預金口座の通帳を持参し、子育て支援課

あなたの向学心を応援します
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こ
の
秋
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
本
を
読
ん
で
い
ま

す
か
？　

毎
年
、文
化
の
日
の
前
後
2
週
間
は「
読

書
週
間
」
で
す
。
こ
の
週
間
は
「
読
書
の
力
に
よ

っ
て
、
平
和
な
文
化
国
家
を
創つ

く

ろ
う
」
と
、
昭
和

24
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上

が
過
ぎ
、
読
書
は
考
え
る
力
を
養
う
た
め
に
ま
す

ま
す
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

読
書
と
い
っ
て
も
、
何
か
ら
読
め
ば
い
い
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
方
に
は
、
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
や
書

評
集
が
お
す
す
め
で
す
。
図
書
館
の
「
読
書
・
読

書
法
」
の
書
架
に
は
、
こ
の
よ
う
な
本
に
つ
い
て

4

4

4

4

4

書
か
れ
た
本

4

4

4

4

4

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、『
お

か
し
な
本
棚
』（
ク

ラ
フ
ト
・
エ
ヴ
ィ

ン
グ
商
會
／
著　

朝
日
新
聞
出
版
）

は
、「
美
し
く
年

老
い
た
本
棚
」「
旅

す
る
本
棚
」「
声
が
聞
こ
え
る
本
棚
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
に
名
づ
け
ら
れ
た
本
棚
が
三
十
余
り
。
本

の
背
中
が
語
る
と
っ
て
お
き
の
話
が
写
真
と
と
も

に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
読
書
は
年
中
し
て
い
る

と
い
う
方
に
も
、
新
し
い
出
会
い
が
あ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
お
気
に
入
り
の
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

の
を
見
つ
け
る
の
も
、
楽
し
い
で
す
。

　

秋
の
夜
長
を
過
ご
す
の
に
最
適
な
読
書
。
読
み

た
い
本
を
探
し
に
、
図
書
館
に
足
を
運
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

育てます！
保全ボランティア 環境政策課L224−5866里地・里山を大切にしよう

中
央
図
書
館

L
2
2
2
︲
0
5
5
9

灯
火
親
し
む

読
書
の
季
節

BOOK
NAVI

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

　昔から里地・里山（雑木林）は、人々の生活を支
える場でした。しかし近年は、人口減少・高齢化
などによって、それらの地域に人の手が届かなく
なり荒れてしまっています。このことは、いろい
ろな生物の生息・生育空間がなくなるという問題
や、ごみの不法投棄などの問題を引き起こしてい

ます。
　そこで市では、失わ
れつつある里地・里山
を維持、保全するボラ
ンティアを育成するた
めに「里地里山保全ボ

ランティア育成講座」を開
催しています。
　昨年、同講座に参加した
佐
さ

藤
とう

勲
いさお

さん（72歳・旭町2丁
目、右写真）は、「里山など
の自然は少し手を入れるだ
けで、きれいになるんです。
そして、それにはボランティアなどの協力が必要
だと思います」と話してくれました。
　今年も、落ち葉掃きなどの体験を取り入れた同
講座を開講します。自然の持つ癒しの力を感じな
がら、里地・里山の大切さを学んでみませんか。

●里地里山保全ボランティア育成講座　　　　　　　　　環境政策課L224−5866O225−9800
日時…12月8日～来年1月21日、木曜日ほか（全4回）、午前9時30分～　会場…ジョイフルほか　定
員…先着15人　申し込み…11月18日㈮、午前9時から電話・ファクスで同課

観
光
課
L
2
2
4
︲
5
9
4
0

　

市
指
定
文
化
財
で
あ
る
旧
山
崎
家
別
邸（
松
江
町
二
丁

目
）の
庭
園
。
今
年
2
月
に
国
の
登
録
記
念
物（
名
勝
地
）

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
別
邸
の
庭
園
を
一
般
公
開
し
ま

す
。

　

枯か
れ

山さ
ん

水す
い

と
茶ち

ゃ

庭に
わ

か
ら
な
る
庭
園
は
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行

川
越
支
店
な
ど
の
設
計
も
手
が
け
た
保や

す

岡お
か

勝か
つ

也や

に
よ
る
も

の
で
す
。
茶
庭
を
含
む
和
風
庭
園
と
し
て
造
園
文
化
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
山
崎
家
別
邸
の
庭
園
を

公
開
し
ま
す

公開日…土・日曜日、祝日
　（年末年始を除く）　
時間…午前10時～午後4時
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い
つ
で
も
強
い
心
を
も
っ
て
②中

学
一
年

　

そ
し
て
、
隣
の
席
に
な
り
何
日
か
た
っ

た
。
私
は
い
つ
の
間
に
か
、
そ
の
子
と
会

話
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
よ
く
考
え

て
み
る
と
、
や
は
り
そ
の
子
は
み
ん
な
と

同
じ
「
仲
間
」
だ
。
そ
の
子
の
話
は
よ
く

聞
く
と
面
白
く
、
言
っ
て
い
る
こ
と
も
と

て
も
素
直
だ
。
そ
ん
な
長
所
を
た
く
さ
ん

も
っ
て
い
る
友
達
を
、
な
ぜ
み
ん
な
は
嫌

う
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
な
ぜ
あ
の
時
、

私
は
み
ん
な
の
方
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
て

い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
私
に
毎
日
話
し
か
け

て
く
れ
る
友
達
を
見
捨
て
て
…
…
。

　

小
学
校
を
卒
業
す
る
日
、
私
は
そ
の
子

と
た
く
さ
ん
話
を
し
た
。
そ
の
子
は
私
と

違
う
中
学
校
へ
進
学
す
る
と
聞
き
、
最
後

に
い
い
思
い
出
を
つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
の

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

児
童
・
生
徒
の
人
権
作
文
⑱

教
育
指
導
課
L
2
2
4
︲
6
1
1
4

　

平
成
22
年
度
に
市
内
の
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作
文
を
ま
と
め
た
人
権
文
集「
あ
け
ぼ
の
」
か
ら
、
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

だ
。
私
が
そ
の
子
と
話
し
て
い
る
と
、
何

人
か
の
人
が
、

「
な
ん
で
あ
の
子
と
仲
良
く
す
る
の
？
」

と
尋
ね
に
来
る
。
私
は
、
い
つ
も
何
も
答

え
な
い
。「
な
ん
で
」
と
聞
く
ほ
う
が
お

か
し
い
と
思
う
。
私
は
た
だ
、
仲
間
と
話

し
て
い
る
だ
け
だ
。
み
ん
な
は
な
ぜ
、
そ

の
子
を
仲
間
外
れ
に
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
の
子
は
傷
つ
い
た
心
の
ま
ま

中
学
生
に
な
る
。

そ
う
考
え
た
だ

け
で
、
涙
が
あ
ふ
れ
た
。

（
つ
づ
く
）

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

ひ
と 

ま
ち

　先日、市内の青少年育成にかかわる団体の方とのタウ

ンミーティングがありました。その中で、市内の荒れる

中学校に関する発言がありました。生徒が学校の器物を

壊す事件が発生している学校があります。その学校の教

職員や教育委員会も生徒やその家庭に対する指導に努力

し、今はだいぶ治まってきています。

　荒れる学校の問題だけではなく、日本の義務教育課程、

高校教育課程全般について解決しなければならない困難

な課題は多いと認識しています。今後も教育関係者のみ

ならず地域、保護者の全体が一体となって不断の努力を

続けなければなりません。

　ところで最近、「教員を査定して最低ランクの評価を

2年連続して受け、更に一定の指導等の手続きをしても

改善見込みがなければ分限処分で免職できること」や、

「高校の校長をすべて任期付きの職員とし、マネジメン

ト力の高さを基準に選任すること」などの内容を定めた

条例を作ろうとしてる自治体があります。

　最近の新聞にこの条例案の作成者のインタビュー記事

が載っていました。その発言を見ても、この条例は「教

育とは知育に尽きる」という極めて割り切った、単純な

考えに基づく条例案のように、私には思えます。

　確かに知育は重要です。しかし、学校が単にテストで

良い点を取れる子どもをつくる場であるべきではないこ

とは誰でも分かっていることです。知育偏重体制の学校

を、しかも、少々強引な手法で作ろうとしている状況に、

大きな危惧の念を抱きながら注目しています。

　本市の学校では、将来の川越を担う子どもたち一人ひ

とりが、知育だけに偏らずバランスよく豊かな人間性を

育んでいけるような教育に取り組んでいます。

⑰教育について



　

赤
ち
ゃ
ん
を
前
に
、
少
し
お
っ
か
な
び

っ
く
り
の
生
徒
た
ち
。
お
母
さ
ん
が
生
徒

に
ゆ
っ
く
り
手
渡
し
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ

こ
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。「
思
っ
て
い

た
よ
り
重
い
」
と
多
く
の
生
徒
が
口
に
し

ま
す
。
エ
コ
ー
や
生
ま
れ
た
と
き
の
写
真

を
見
せ
た
り
、
離
乳
食
を
食
べ
さ
せ
る
の

を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
み
ん
な
で
オ

ム
ツ
替
え
を
し
た
り
と
、
親
は

趣
向
を
凝
ら
し
生
徒
が
赤
ち
ゃ

ん
に
慣
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
ま

す
。
そ
れ
で
も
怖
く
て
赤
ち
ゃ

ん
に
触
れ
な
い
生
徒
も
い
ま
し

た
。 

「
怖
く

て
触
れ
な
い

と
い
う
の
は

大
事
な
感
情
で
す
。大
切
だ
と
思
う
か
ら
、

触
れ
る
の
が
怖
い
と
い
う
感
情
が
生
ま
れ

る
。
そ
う
い
う
と
き
は
無
理
を
せ
ず
、
で

き
る
範
囲
で
ふ
れ
あ
い
を
し
ま
す
」
と
話

す
の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
川
越
子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事
・
若わ

か

杉す
ぎ

由ゆ

美み

子こ

さ
ん
。

「
中
学
生
は
多
感
な
時
期
。
自
分
で
は
何

も
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
乳
幼
児
を
親
が

愛
情
を
持
っ
て
育
て
る
様
子
を
見
て
、
自

分
も
大
切
に
育
て
て
も
ら
っ
た
ん
だ
、
命

っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
な
ん
だ
と
感

じ
、
自
分
や
他
の
人
の
命
を
大
切
な
も
の

と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
話
し
ま
す
。

　

少
子
化
や
核
家
族
化
の
影
響
で
、
赤
ち

ゃ
ん
に
触
れ
た
こ
と
が
な
い
ま
ま
親
に
な

る
人
も
少
な
く
な
い
現
代
。
中
高
生
に
、

命
が
ど
ん
ど
ん
つ
な
が
っ
て
今
の
命
が
あ

る
と
い
う
こ
と
や
、
親
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
を
伝
え
た
い
と

考
え
て
い
た
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
市
の
子

育
て
プ
ラ
ン
に
、
中
学
生
へ
の
子
育
て
体

験
学
習
計
画
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
市
と

の
協
働
事
業
と
し
て
手
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
命
を
つ
な

い
で
い
く
こ
と
は
す
ご
い
こ
と
な
ん
だ
と

感
じ
ま
し
た
」「
育
て
て
く
れ
た
親
に
感

謝
し
た
い
」
と
感
想
が
。
小
さ
な
命
の
重

さ
を
感
じ
た
瞬
間
で
す
。

　

参
加
し
た
お
母
さ
ん
か
ら
は
、「
子
育

て
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
く
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
」「
子
育
て
の
話
を
し
て
、
自

分
も
子
ど
も
を
産
ん
で
よ
か
っ
た
と
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
」。
今
回
の
授
業
を
通

し
て
、
親
も
命
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た

様
子
で
し
た
。

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

小
江
戸
い
ん
ふ
ぉ

市
政
に
ゅ
う
す

　

中
学
生
が
乳
幼
児
と
ふ
れ
あ
い
、
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
「
子
育
て
体
験
授
業
」
が
、
12
か
所
の
中
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
授
業
。
中
学
生
は
乳
幼
児
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、

何
を
学
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｚ

ひ
と

　
ま
ち

中
学
校
に
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！

お母さんだけでなく、お父さんも参加。
中学生と一緒に、市長もふれあい体験をしました。
お母さんだけでなく、お父さんも参加。
中学生と一緒に、市長もふれあい体験をしました。

誕生学®講座の時間
誕生学®アドバイザーが、
赤ちゃんがおなかの中で成
長し、産まれてくるまでの
生命力などを説明します。

抱っこをしたり本を読んだりおもちゃで遊んだり、
いろいろな方法で赤ちゃんとふれあいます。

赤ちゃんとふれあい体験の時間
抱っこをしたり本を読んだりおもちゃで遊んだり、
いろいろな方法で赤ちゃんとふれあいます。

卵が割れていないことを確認し
「良かった！」と喜びの声

「重い！」「立ち上がれない～」の声が、
あちこちから聞こえます

妊婦体験の時間
4リットルの水の入ったビニール袋に生
の卵を入れ、体の前で担ぎます。卵が割
れないように立ったり座ったり階段の上
り下りをしたり、貴重な妊婦体験です。
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　世界的に有名なスウェーデ

ンの切り絵作家、アグネータ・

フロックさんの展覧会が、10

月23日～28日、茶陶苑（仲町）

で開催されました。3年前に川

越に来たことがきっかけで、民話や風景写真などを

もとに、川越にちなんだ作品も数多く作成。作品は

水面や動植物などの細

かい描写、多彩な色使い

で、とても1枚の紙から

できているとは思えな

いものばかりです。「川

越は、蔵の建物や母国に

はない草花があってと

ても印象的なまちです」

と、アグネータさんは話

してくれました。

　10月22日、農業ふれあ

いセンター近くの畑で「さ

つまいも掘り取り体験」が

行われました。当日はあい

にく小雨混じりの空模様。

しかし、スコップを手に奮

闘する子どもなど、多くの

参加者でにぎわいました。

親子で参加した大
おお

木
き

司
つかさ

くん（6歳・並木、下写真左）

は、「イモ堀りは2回目で

す。前より大きいのが取れ

てうれしかったです」。取

れたサツマイモを受け取っ

たお母さんも、「大学イモ

にしようかな、スイートポ

テトにしようかな」と、う

れしそうな様子でした。

国指定重要無形民俗文化財
川越氷川祭の山車行事

まつりのひとコマ

大きいサツマイモ掘れたー！ 切り絵の世界へ

川越の民話「山内禁鈴」
がモチーフの作品

前庭を造る会所もあり
ます。まつりの中心本部
ともなり、来客をもてな
したりします

2日間で延べ約77万の人でにぎわいました

氷川神社にお参りをする山車

山車は、会所の前を通るとき、
会所に山車を向けて挨拶の囃子をします

昔ながらの風習が残
る伊佐沼では、まつ
りの前日、木を組ん
でのぼりを立てます

春に修理の終わった本丸御殿の前で曳っかわせ

川越まつり

ふ
ぉ
と
ニ
ュ
ー
ス

Ｚ

ひ
と

　
ま
ち

会場で出身地ヴェステロースの
名産キュウリと川越の名産サツ
マイモが手をつないでいる作品
を説明するアグネータさん

会場で出身地ヴェステロースの
名産キュウリと川越の名産サツ
マイモが手をつないでいる作品
を説明するアグネータさん



川
越
再
発
見 

20

ち
ょ
っ
と
寄
り
道
し
ま
せ
ん
か
？

広
報
室
L
2
2
4
︲
5
4
9
5

　日本のみならず、アジアやヨ
ーロッパでもその名前が通用す
る「柿」。川越で多く栽培されて
いる「富

ふ

有
ゆう

柿
がき

」は、明治時代に
「この柿を作れば農家に富が有
る」ということから命名された
とか。市内で富有柿を栽培する
内
うち

田
だ

朔
さく

さん（69才・鹿
しし

飼
かい

）は「せ
んていはしますが、無農薬です。

虫や鳥にも食べさせ、きれいに
残った柿を直売所に出荷してい
ます」。樹齢30年の柿の木1本
で約800個・200kg も収穫で
きるそうです。川越の柿は直売
所だけでなく、市場にも出荷さ
れています。ミカンの約2倍あ
るビタミンＣ、ピーマンとほぼ
同量のカロテンなど、栄養豊富
な旬の柿を食べてみませんか。
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小
江
戸
川
越
検
定
の
設
問
か
ら
テ
ー
マ
を
選
び
、
ま
ち
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

設
問　

毎
年
12
月
3
日
に「
酉
の
市
」
が
開
催
さ
れ
る
の
は
？

　

①
喜
多
院　

②
成
田
山
別
院　

③
川
越
熊
野
神
社　

④
蓮
馨
寺

　

川
越
ま
つ
り
ま
で
あ

と
一
週
間
。
良
い
天
気

に
誘
わ
れ
て
川
越
熊
野

神
社
へ
。
境
内
に
あ
る

「
足
踏
み
健
康
ロ
ー
ド
」

は
地
元
の
皆
さ
ん
だ
け

で
な
く
、
観
光
客
に
も
人
気
で
す
。
平
成
19
年
に
は
川
越

銭ぜ
に

洗
あ
ら
い

弁べ
ん

戝ざ
い

天て
ん

が
再
興
さ
れ
、
毎
月
第
三
日
曜
日
に
は
縁

日
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
12
月
3
日
は
市
内

で
唯
一
の
「
酉と

り

の
市
」
が
開
催
さ
れ
、
夕
方
か
ら
威
勢
の

良
い
掛
け
声
と
手
締
め
の
音
が
響
き
ま
す
。

　

川
越
ま
つ
り
が
終
わ
っ
た
あ
る
日
の
夜
、
大
正
浪ろ

ま
ん漫

夢

通
り
を
歩
い
て
い
る

と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
囃
子
の
音
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
音
に
誘

わ
れ
る
よ
う
に
境
内
へ

入
る
と
、
囃
子
の
練
習

中
。「
毎
週
金
曜
の
夜

は
練
習
し
て
い
る
よ
」

と
皆
さ
ん
。
た
ゆ
ま
ぬ

練
習
が
、
川
越
ま
つ
り

の
華
や
か
さ
を
支
え
て

い
ま
す
。

答
え
③
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編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

花
に
関
す
る
情
報
を
二
つ
市

民
の
方
か
ら
い
た
だ
き
、

10
月
17
日
に
現
地
へ
。
一
つ
は
返

り
咲
き
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
。
め
っ

た
に
見
ら
れ
な
い
柿
と
の
共
演
で

す
。
も
う
一
つ
は
田
ん
ぼ
二
反
分

の
コ
ス
モ
ス
。
一
面
に
広
が
る
鮮

や
か
な
色
に
思
わ
ず
足
が
止
ま
り

ま
し
た
。
深
ま
る
秋
を
さ
ま
ざ
ま

な
色
が
演
出
し
て
い
ま
す
。

この印刷物は、印刷用の紙へ、リサイクルできます。

種に当たらない切り方

　表面の4つの溝に合わせて
包丁を入れると種を切ること
が少なく、むきやすくなりま
す。また、ヘタの部分は甘味
が薄いので、大きめにカット。


